
エシカル消費教室 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんは、特に手間ひまを掛けているものはありますか？子どもの教育や煮込みもの、スキンケアなど・・・

いろいろありますよね。私は、この時期、クリスマスの準備に手間ひまを惜しみません❤ 

ところで、皆さんは、どうして農作物を作るのに、化学肥料や農薬が使われるのかを知っていますか？  

化学肥料は、安く手に入り、においもなく、農作物に効率よく栄養を与えることができます。また、農薬を 

使うことで、雑草や害虫から守り、安定して農作物をたくさん生産することができるからです。 

でも、過剰に化学肥料や農薬が使われると・・・水や土、大気などの自然環境に影響を及ぼしてしまいます。 

今回の授業で皆さんに知ってもらいたいことは、自然環境を大切に思う農業がある、ということです。 

『オーガニック（有機）商品』とは、化学肥料・農薬・遺伝子組換え技術を避け、有機肥料（動物の糞や植物）や

天然由来の防虫剤を用いた、有機栽培により育てられた農作物などをいいます。 

日本では、農林水産省が定める『有機ＪＡＳ』（右図）という規格があり、植え付け前の土壌で

２～３年前から原則として化学肥料や農薬が使われていないなど、様々な基準をクリアした 

ものに、有機 JAS マークが付けられています。 

有機栽培は、土壌が本来持っている力を発揮させ、環境への負荷を減らすとともに、農薬を使う人などの

からだを思いやる農業ですが・・・、化学肥料に比べて高価でにおいも出るし、農薬を使わないので雑草や 

害虫対策に、どうしてもより多くの手間ひまがかかってしまいます。なので、他の農作物に比べて値段が高く

なったりもしますが、それは自然環境やからだを思うと、必要なコストとも考えられますね。 

買い物をする際、オーガニック（有機）商品を選んでみましょう。そして、私たちの住んでいる地球や誰かの

からだへ、ちょっぴり幸せを贈ってみませんか？ 

来月から少しの間、補習とします。これまでお知らせしてきたもの以外に、他にどのようなエシカル消費が

あるのかを掲載しますので、ぜひご覧ください。 

 

 

 
 

板野町の取り組み 

１２月１６日(日)、町民センターにて、ふるさと味づくり研究会と共催で行っている 

『いろどり親子クッキング教室～米粉のクリスマスケーキ作り～』を開催します。 

今年は、自然に配慮した果物（ブルーベリー・キウイ）などを使う予定です。 

ある日の先生 
ツリーに飾り付けして 
ケーキも早く予約して 
プレゼントを選んで 
ばっちりおしゃれして 
デートの行き先決めて 
それか･･･ら･･･ 

むにゃむにゃ 

zzz 
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いたの すがお 
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『エシカル消費』とは、人・社会・地域・環境などに配慮した商品を選択することです。 

板野町は、エシカル消費を推進しています。 
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